
新聞にのりました

ケズ

サッカーの全国大会

世界で今、話題となっている
「チャットGPT」を使ってドリル
を作りました。パソコン上で動
くものですが、たとえば「２～
５の段のかけ算の問題を10問
作って」のような命令を打ち込
むと、ものの数秒で問題を作っ
てくれます。しかもすぐに印刷
できます。このドリルをアルモ
ノグイ小の先生方に紹介したこ
とがパラオの全国紙にのりまし
た。

アイメリーク州にある「ケズ」と呼
ばれる場所。日本の前方後円墳と似て
いる形をした、古代パラオ人のお墓だ
と言われています。そこを訪れてきま
した。ちなみにお金を払わないと見る
ことができません。

2021年の年末に、ドイツ人の考古
学者がここから5人の古代パラオ人の
骨を発掘しました。ケズ自体は1000
年以上も前に作られましたが、なぜ
これを作ったのか、そしてなぜこん
な形をしているのかなど明らかに
なっていないことがたくさんありま
す。まだまだパラオにはたくさんの
ナゾが残されています。

パラオの全州の小学校の子ども達で優勝を争うサッカートー
ナメントが開催中です。筒井先生も引率で大会に行ってきまし
た。パラオ短期大学にある屋外陸上競技場にて行われたのです
が、これがとにかく暑い！日に焼けながら子ども達を応援しま
した。かと思えば、土砂降り！雷が目の前に落ちてきました。
とんでもない場所です(笑)悪天候で大会が中断、そのまま翌週
に持ち越しとなりました。こんなこともパラオならではですね

Q&Aコーナー

第１１号

Q ペリリュー島にある戦車の大きさはどれぐらいですか。
A 実際にペリリュー島に行って、自分の目で確かめてみ
るのが一番だと思いますが、もちろん普通の自動車よりは
大きいです。そして、ペリリュー島に残っている戦車の残が
いは日本軍のものとアメリカ軍のものの2種類あります。比
べてみるといろんなことがわかります。戦車そのものの大
きさ、大砲の直径、装甲の厚さ、どれをとってもアメリカ軍
の戦車の方が圧倒的に勝っています。戦車だけでなく、戦
争のあとがいろんなところにたくさん残っており、どれを見
てもとても心が痛みます。しかしやはり、日本人である以上、
ペリリュー島は一度は訪れるべきではないかと思います。
たくさん考えさせられる事があると思います。
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